










































































































































































る｡ 明治 18年 6月 27日, 大審院は全員死刑を確




























































まざらしむ｣ といった状態であった｡ しかし, 渡
韓を目前にした 11月 23日の暁, その陰謀は大阪
で発覚し, 大井憲太郎, 小林樟雄以下すべてが捕




















した｡ そしてその ｢権力｣ に破れ, 血涙を流しな
がら屈服した人々を思い浮かべた｡ しかし, その



































夏目漱石の ｢それから｣ には ｢日本国中何所を
見渡したって, 輝いてる断面は一寸四方も無いじゃ














姫｣ から ｢うたかたの記｣ ｢文づかい｣ 等の初期
作品で, 時代や社会と自我との確執を吐露してい
る｡ しかし, 夏目漱石の ｢それから｣ が発表され
た時期に至るとその苦悩は, 諦念へと変容してい
る｡ 森外の ｢Resignationの説｣ である｡ 森
外の ｢舞姫｣ にも nil adomirariの語はあるが,
明治 40年代の Resignationとは本質的に異なる｡
そのたどり着いた心境は, 夏目漱石の ｢それから｣

























北村透谷の ｢漫罵｣ の一節である｡ 明治近代化
の矛盾を的確に把握した文章として記憶され, 中



































明治 20年代と明治 40年代の時代的相違か, それ
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